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ふ
る
さ
と
農
園 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
は
自
然
農
園

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
３
月
1
日
「
ふ

る
さ
と
農
園
入
園
契
約

書
」
に
捺
印
し
ま
し
た
。 

「
有
機
農
業
推
進
法
」
の

農
法
を
行
い
ま
す
。 

自
然
保
護
、
環
境
改
善
に

関
す
る
事
業
の
一
端
で
自

然
菜
園
で
す
。 

農
園
の
運
営
は
、
畝
ご

と
に
栽
培
責
任
者
を
決
め
、

作
業
は
各
栽
培
者
が
自
分

の
好
き
な
時
間
、
自
由
に

栽
培
出
来
ま
す
。 

会
員
が
自
由
に
栽
培
出

来
る
畝
も
あ
り
ま
す
。
自

由
に
参
加
出
来
ま
す
。 

農
園
の
会
話
の
和
が
広
ま

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

「
つ
き
の
き
学
園
」 

園
芸
等
の
実
技
指
導
を
行

っ
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。 

利
用
者
へ
の
園
芸
等
の

実
技
指
導
は
、
月
２
回
で

す
が
、
毎
週
水
曜
日
を
「
つ

き
の
き
学
園
の
日
」
と
し

て
事
前
の
準
備
や
植
栽
後

の
手
入
れ
に
３
人
で
行
っ

て
い
ま
す
。 

園
芸
場
所
は
、
前
庭
・
中

庭
・
裏
庭
（
東
側
）
の
３
ケ

所
で
し
た
が
、
尐
し
で
も
場

所
が
あ
れ
ば
、
開
拓
し
、
ミ

ニ
花
壇
と
し
、
花
の
学
園
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑 

 

園
芸

指
導
は
出
来
る
だ
け
土
作

り
か
ら
と
し
、
苗
で
な
く
種

か
ら
育
て
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

小
さ
な
種
で
は
、
種
の
み
を

ま
く
の
は
難
し
い
の
で
前

も
っ
て
土
に
種
を
混
ぜ
て
、

そ
れ
を
蒔
く
な
ど
、
利
用
者

で
も
上
手
に
種
が
蒔
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

園
内
で
は
自
然
の
農
園

に
す
る
た
め
、
園
内
か
ら
出

る
収
穫
後
の
茎
や
草
は
全

て
堆
肥
と
し
て
使
い
ま
す
。 

消
毒
も
科
学
薬
品
は
使
用

し
な
い
方
法
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

出
店
と
実
行
委
員
会
ス
タ

ッ
フ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

た
か
つ
き
春
の
市 

平
成
２０
年
４
月
２６
日
（
土
） 

場
所 高

槻
市
役
所
東
・
南
通
路 

主
催 

た
か
つ
き
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
行
委
員
会 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
は
実
行
委
員
の

一
員
と
し
て
参
加 

目
的 

① 

員
と
市
民
と
の
親
睦 

と
融
和 

②
環
境
問
題
へ
の
取
り 

組
み 

                  

③
趣
味
の
発
表
の
場
の 

提
供 

④
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の 

活
動
支
援 

 

Ｓ
・
Ｏ 

暑
い
日
差
し
の
中
、
売
り

場
の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
頂
き

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

３
日
続
か
ぬ
春

日
和
り
、
長
さ
と

か
高
さ
と
か
は
物

指
し
で
計
れ
て
き

ち
ん
と
区
別
が
で

き
る
。 

 

で
も
春
夏
秋
冬

と
呼
ば
れ
る
季
節

は
今
日
か
ら
春
と

か
、
夏
と
か
一
応
暦
の
上
で

は
区
切
ら
れ
て
い
る
。 

然
し
毎
年
区
切
れ
た
日
の
晴

雨
は
一
定
と
は
限
ら
な
い
。 

 

昔
の
人
は
自
然
の
草
花
や

空
の
星
、
月
、
太
陽
、
そ
し
て

体
感
温
度
に
よ
り
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
４
月

は
新
年
度
と
称
さ
れ
て
色
々

新
し
い
事
柄
が
発
足
す
る
。 

 

４
月
に
な
る
と
自
身
の
小

学
校
入
学
校
時
、
自
分
の
子

供
達
の
入
学
式
の
想
い
出
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。 

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
の
姿
は

周
り
の
人
々
の
心
も
明
る
く

し
て
く
れ
る
。 

 

因
み
に
外
国
に
は
校
歌
が

な
い
と
か
。 

日
本
の
校
歌
は
歌
詞
の
中
に

必
ず
周
辺
の
風
景
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
、
地
域
の
中

の
学
校
な
の
だ
。
今
登
下
校

の
際
、
大
人
達
が
突
発
的
犯

罪
や
事
故
に
遭
遇
し
な
い
よ

う
に
子
供
達
が
見
守
ら
れ
て

い
る
の
だ
。 

 

そ
こ
で
は
老
若
男
女
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
て
大
人
達
は
子
供
達

に
体
験
談
を
話
し
、
子
供
達

は
未
知
の
事
柄
を
大
人
達
か

ら
聞
か
さ
れ
る
。 

 

古
く
か
ら
伝
わ
る
中
国
の

名
言
集
の
中
に
「
尊
老
愛
幼
」

と
言
う
言
葉
が
あ
る
が
、
大

人
達
と
子
供
達
の
対
話
に
よ

っ
て
こ
の
精
神
は
培
か
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。 

 

機
械
と
の
対
話
だ
け
で
は

な
く
人
と
人
と
の
対
話
に
よ

り
、
い
っ
ぱ
い
つ
な
が
り
が

広
が
る
事
を
望
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
．
Ｙ 

 

善峰寺の枝垂れ桜 

樹齢：３００年 

江戸時代、徳川５代将軍

綱吉の生母・「桂昌院」

お手植えの枝垂れ桜 

善峰寺 源算上人開山、

徳川５代将軍綱吉の生

母桂昌院が復旧。 

天然記念物のはえ松と

枝垂れ桜 
 

 

愛媛内子の枝垂れ桜 

樹齢：３５０年 

昭和２６年台風で主幹が

折れた。 

以前は樹高２０ｍ枝張り

３０ｍの巨木だった 

１時期、樹の衰えが顕

著で枯死寸前であった

が、地域の人たちの手厚

い保護により老木なが

ら毎年美しい花を咲か

せてくれる。 Ｔ・Ｎ  

活

動

報

告 

枝垂れ桜 
 

   

四季彩 
 

年度の初めに思う 


